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１｜実施概要 

⽇時  2024 年８⽉３⽇（⼟）13:30〜16:30（３時間） 

場所  杉並区役所 本庁舎 第４会議室 （杉並区阿佐⾕南 1-15-１、⻄棟６階） 

内容 グループで検討してきた「取組（案）」の最終調整を⾏いました。全体で内容を
共有・最終確認し、区⻑に「意⾒提案」を提出しました。 

参加⼈数 53 名（12 グループ） 

 
 

２｜当日のプログラム 
プログラム 時間 概要 

はじめに 13:30 ５分 本⽇の⽬的と進め⽅ 

意⾒提案の 
最終確認 

13:35 45 分 グループで「取組（案）」の最終調整 
第５回の議論やポスターセッションでの感想を踏まえて修正した
「取組（案）」の内容を、最終調整していきます。 

14:20 45 分 全体共有 
グループの成果を全体に共有していただきます。 

15:05 15 分 休憩／意⾒提案（案）への感想の記⼊ 

15:20 ５分 全体で最終確認 

グループ 
ワーク 

15:25 35 分 杉並区気候区⺠会議の振り返りと今後に向けての意⾒交換 
杉並区気候区⺠会議への参加や気づきを振り返り、気候変動対策を
推進していく上で、杉並区気候区⺠会議の意⾒提案をどのように⽣
かしていくべきか、区に期待することなどについて意⾒交換してい
ただきます。 

意⾒提案の 
提出 

16:00 ５分 区⻑へ意⾒提案の提出 

16:05 10 分 区⻑よりコメント 

 16:15 10 分 集合写真 

今後の 
ご案内・ 
⾃由交流 

16:25 ５分 今後のご案内 

16:30  終了 
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３｜意見提案（案）の最終調整・最終確認の記録 

進め⽅ 

第５回の議論やポスターセッションでの感想を踏まえて修正した「取組（案）」の内容を、グル
ープごとに最終調整しました。最終的な内容を全体で共有し、各取組に対して感想や応援メッセ
ージを書き出しました。 

  

  

 

意⾒提案（案）を「この内容で区に提案して良いか」について参加者の拍⼿により最終確認し、
区⻑に提出しました。 
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■「全体方針」と「めざす姿」 
 

全体⽅針 

 

 

参加者からの意⾒ 
・ 「地域を越えて悪影響を及ぼさない」というのは若⼲ネガティブな印象があるので、「良い影

響を、区域を越えていかに及ぼせるか」などの表現がよさそう 
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めざす姿 

 

 
 

参加者からの意⾒ 
・ 連携するのは他都市なのか。地⽅や⽥舎との連携もあるのではないか 
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■テーマ別の「取組」 
 
エネルギー 

取組１：再エネを近所の⼈たちとみんなで安⼼して導⼊できるようにする  

*上記のタイトルは、第６回で話し合う前のものを記載しています（以下同様です）。 
 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l これは実現のための肝だと思う 
l 斬新で素敵なアイデアだと思う 
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エネルギー 

取組２：省エネ・再エネ住宅の推進パッケージをつくる 

 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l パッケージがあることで考えるきっかけになるので良い 
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エネルギー 

取組３：区⺠や事業者が協⼒・連携したくなる「杉並消灯⽇」を設ける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループでの議論 

・ 電気がなくても過ごせる杉並区⺠ 
・ 知識が⾝につくと停電になっても困らない 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 災害に耐えられる⼒を⾝につけるという点でも、「杉並消灯⽇」は良い 
l 消灯⽇、いいですね。街灯は各家に 1 つでもソーラーライトがあるといい 
l 消灯⽇に素敵なネーミングがあるといい 
l 「これは消してもいいかな」と考えるきっかけになって良い 
l 「杉並消灯⽇」良いと思います 
l 消灯⽇はなるほど、と思う 
l 杉並消灯⽇、素敵だと思いました。満⽉の⽇や流星群が⾒られる⽇にやるといいなと思いまし

た 
l 消灯⽇は世代をつなぐ良い活動 
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エネルギー 

取組４：床発電や太陽光パネルを公共施設等に設置し、省エネ・再エネに関す
る啓発を充実させる  
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エネルギー 

取組５：区⺠が参加できるような事業体「杉並電⼒」により、⾃分たちでコツ
コツと積み上げて発電し、再エネで地産地消するまちにする 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 杉並区でつくったエネルギーを杉並区で使いたい、このアイデアを実現してほしい 
l ⾃転⾞発電コンテスト 
l 杉並電⼒という発想は良い。どう実現するか、考えてみると良い 
l 杉並電⼒について、区⺠の⽅の意識付けにもつながり、⼩さい頃からの育ちにも影響するので

良いと感じた 
l つくったエネルギーを⼤切に使おうという意識がうまれて良いと思う 
l みんな電⼒や宮古島未来エネルギーが参考になりそう  
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エネルギー 

取組 6：交流⾃治体や地⽅と再エネを起点にした相互的な協⼒体制をつくる 
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エネルギー 

取組 7：家庭でお得に省エネ・再エネにチャレンジできる情報ポータルを 
整備する 
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エネルギー 

取組８：区⺠・事業者・杉並区で気候変動対策の取組を考える場を設け、 
積極的に情報を発信する  

 

 

グループでの議論 
・ 楽しく省エネできると良い 
グッズの制作について 
・ 杉並区感があまりなくて、おしゃれなものが良い 
・ デザインコンテストなどを実施すればおしゃれなデザインが集まり、イベントにもできるので

はないか 
・ 杉並以外にも店舗がある企業でもコラボできる事例があるので、そういった企業とコラボでき

ると良い。既存のコラボ事例を参考にする（例：靴下屋となみすけのコラボ） 
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エネルギー 

取組９：化⽯燃料由来の電⼒から再エネ由来の電⼒に切り替えるための 
情報発信とサービスを提供する  

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 本取組以外にもアプリの提案が多く、アプリの機能の集約や他サービス（ブラウザでも）の代
替が必要かもしれません 

l 杉並区アプリを開設すると区内の電⼒を 100％再エネでまかなえるロジックが不明 
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循環型社会 

取組 10：区内のイベントやお祭り会場で、ごみ・⾷品ロス削減につながる 
取組を⾏う 

 

 

グループでの議論（キーワード） 
・ マインドシフト 
・ コミュニティの連帯を⾼める「祭り」 
・ ゼロ祭り 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 祭りや区のイベントなどは実⾏のイメージがしやすくて良いと思います。商店街の協⼒が得ら

れるとよりスムーズかもしれません 
l 告知がんばりましょう  
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循環型社会 

取組 11：杉並循環ラボをつくる 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 地に⾜ついた取組みを⽣んでいけそうで素敵です 
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循環型社会 

取組 12：杉並式ごみ可視化システムをつくる 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l ごみ可視化アプリ、良いアイデアだと思いました 
l 可視化することでのメリットが伝わり、この取組に参加したいと思いました 
l ごみの排出の可視化が良い 
l お⼩遣い帳やカロリー計算などのようにごみを可視化することは⾯⽩いと思った  
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循環型社会 

取組 13：⼀度使ったものをシェア・リペア・アップサイクルできる拠点を 
創出し、区⺠へ普及させる仕組みをつくる 

 

 

グループでの議論 
・ 「0円均⼀」は⼩学校全体でやっていて、ゆうゆう館にも広がっている 
・ ⽇々置いてある箇所もある 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l いろんな⽅が参加できて、楽しいアイデアだと思いました 
l 「ゼロ均」は良いアイデアなので、どう具体化するのか 
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循環型社会 

取組 14：区⺠が⽇常的に⾃分が使っているお気に⼊りの容器（マイリユース
容器）を使うことができる環境を整備する 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l リユースストリートの名前が良い。ぜひ利⽤したい 
l 商品の売り⼿の意識改⾰も⼤事ですね 
l マイリユース BOXがもっと普及されればいいなと思いました 
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循環型社会 

取組 15：杉並区内の⽣ごみを資源化し、杉並モデルの循環システムをつくる 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l ⼟づくりの専⾨家が⼊っての堆肥化、ぜひ実現してほしいです 
l ⽣ごみの資源化のアイデアが良い 
l 捨てる時、いつももったいないと思っていました。ぜひ実現してください 
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循環型社会 

取組 16：リサイクルの細分化を体験し、学べる場や機会をつくる 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 気楽に学べる場、ぜひ実現してください 
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循環型社会 

取組 17：リサイクルについて⽬に触れる機会をまちの中に増やし、リサイク
ルしたくなる環境を広める 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 「ごみ出し達⼈」知らなかったので、アプリ⼊れました 
l リサイクル費⽤がかかりますね、同感です 
l 「なみすけごみ出し達⼈」というアプリがあることを初めて知った。やはり普及は⼤事 
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みどり 

取組 18：私有地のみどりを区⺠が推し活として守るムーブメント 
「推し樹林」をつくる 

 

グループでの議論 
・ 私有地の所有者からオススメを発信できる仕組みがあると良い 
・ バーチャル杉並の森など、区内のみどりをまとめて知れると良い 
・ 動画などで屋敷林を PR 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 「推し樹林」基⾦を設⽴し、所有者へ財政⽀援する 
l みんなで共同所有する⽊があっても⾯⽩そう。ウェブで成⻑をチェックできると良い 
l 楽しそうで良いですね。⻑くコミットできそう 
l PR⼤事ですね。広めていきましょう 
l ざっくばらんで楽しい説明が良かったです 
l ネーミングが⾯⽩くて引きつけられました 
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みどり 

取組 19：駅周辺や⼤規模な⼟地に、杉並の顔となるような良質なみどりをつ
くり区⺠と守り育てる 

 

 

グループでの議論 
・ 事業者任せにせず、区⺠も参加することが⼤事 
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みどり 

取組 20：みどりに詳しい区⺠を増やすために、⾝近なみどりの専⾨家とつな
ぐ「みどり先輩マッチングサービス」を⽴ち上げる 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 「みどり先輩」という世代をつなぐ頼もしい存在を区が PRしてほしい 
l ちょっとしたことを聞ける専⾨家の先輩がいるのは⼼強いです 
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みどり 

取組 21：公共のみどりの整備をきっかけとした、コミュニティや活動の場を
創出する 
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みどり 

取組 22：歩いて 10 分森林浴ができる杉並区を実現する 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 森林浴エリアで⽊や草、花について学べたら親⼦とかがいきそう 
l 気温が⾼い夏に歩いて 10 分で森林浴ができる場所があるというのは良いアイデアだと思う 
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みどり 

取組 23：各個⼈のみどりを増やすサポートを充実させる 

 

 

グループでの議論 
・ 枠組みと⼿⼊れを双⽅にサポートする 
・ 税⾦の免除などについては、区に裁量がないので制度化しづらい 
・ 緑化そのものに対する補助までは区として取り組める 
・ 賃貸住宅の場合、住⺠同⼠やグループで取り組むのであれば、緑化費の補助は可能性として⼤

きい 
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みどり 

取組 24：「わたしが緑を増やさなきゃ」と思える新たなグリーン指標をつくる 

 

 

グループでの議論 
・ 樹種、⽊、草によっても効果が異なるため、⼆酸化炭素がどれだけ減るのかの効果も知りたい 
・ 緑被率の効果＝畳⼀畳÷杉並区の緑⾯積 などのわかりやすい⽬安が必要 
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みどり 

取組 25：緑視率 30％の⼩さなモデルエリアをつくる 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 阿佐ヶ⾕をモデルエリアにする案は具体的にイメージしやすくて良い 
l 阿佐ヶ⾕にそんなに緑視率が⾼いエリアがあったとは 
l 視聴率 30％⽬標に活動するのが良い 
l 数値での説明が分かりやすくて良かった 
l 緑視率という視点、指標が直感的に認識できて素敵です 
l みなのお⼿本になるので良いと思います 
l 緑視率の取組み素晴らしいです。ぜひ進めてほしいと思います 
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交通 

取組 26：⾞利⽤からの転換を推進するため、徒歩や⾃転⾞の利⽤を促進する
ようなアプリを開発し、便利さ・楽しさを伝える 

 

 

グループでの議論 
・ ⾃転⾞専⽤レーンなど安全なルートを案内していく 
・ 楽しいだけでなく安全性を⾼めるようにマイナス⾯を減らす 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l ⽬指す姿が具体的で明確なところが良いと感じた 
l 道路の整備が必要ではないか 
l ⽇々の利⽤者増加につながる良いアイデアだと思います 
l Google Mapと連携できるといいです 
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交通 

取組 27：⾃動⾞を使わないことが杉並を楽しむことにつながるポイント制度
を設ける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループでの議論 
・ 商店街でもポイントを使えると良い（⾏く機会にもなる） 
個性的な飲⾷店、アンティークショップなど 

・ どうやってポイントを貯めるか：歩数、歩いた距離 
・ ⼤きな公園にチェックポイント（スタンプラリー）などを設置。GPS や Google Map などを

活⽤する 
・ リアルとセットでバーチャル空間にポイントがある 
・ ポイントを貯めるために、区⺠が距離感をイメージしやすい単位があると良い。区内体育館な

どを単位にしてはどうか 
・ ⾃転⾞もポイントに 
・ 移動距離×CO2の少ない交通⼿段＝ポイント 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l Luupなども増えていますし、ぜひ進めていただきたい 
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交通 

取組 28：⾞利⽤から⾃転⾞への切り替えを促す事業者の取組にインセンティ
ブをつける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
グループでの議論 

・ ⽇本⼀の⾃治体は⼀体何分⾃転⾞を利⽤しているのか？ 
⽬標の設定は 15 分で⼤丈夫か？できれば数字を知りたい 
⾃転⾞利⽤時間を指標として取り上げている⾃治体が少ないため、正確な数値はお⽰しできま
せん（区回答） 

・ 企業では⾃転⾞通勤はあまり奨励されない⾯もあるのでは？（⾞も同じだが） 
・ ヘルメットをかぶる法規を守るという根本的な安全性も⼤切 
・ 安全性の視点の担保が⼤切 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l いつも⾞だけど今⽇⾃転⾞にしようかなと考えるきっかけになりそう 
l ⾃転⾞使⽤率が⽇本⼀になったら素晴らしい 
l 駐輪場の整備も考えなければならない。駅周辺や⼤型商業施設の駐輪場を提供してもらうとか 
l 安全が⼼配 
l ⾃転⾞利⽤で⽇本⼀を⽬指す意気込みが感じられました。Well-being に向けて杉並区で⼀致
団結したい 

l 企業はインセンティブに加え、従業員の交通費削減になり、良いと思います  
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交通 

取組 29：物流で使う⾃動⾞を減らすために、商⽤「⾞」から商⽤「X」に変化
させる 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l ポイントとかの利益でなく、名誉という意識づけがとても良いと思う 
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交通 

取組 30：東⻄の移動だけでなく南北移動も省エネで移動できる選択肢を 
増やす 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l LRTや BRTのような交通⼿段をより具体的に議論してもらいたい。⾃分は取り組みに賛同 
l ⾃転⾞も含めて、エレベーターのような JR駅の南北を⾏き来しやすい仕組みがほしい 
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交通 

取組 31：区内の移動を快適に！南北を楽しく空でつなぐ 

 

 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l みなとみらいの YOKOHAMA AIR CABINのように、ただの移動⼿段ではなく、ちょっと使っ

てみたくなるようなものになっていて、実現してほしい 
l ロープウェイ、チューブ歩道など突⾶なイメージもあるが⻑い⽬で考えていきたい 
l 観光、デートスポットになりそうなので、ぜひ実現してください 

 
 
  



 

 36 

交通 

取組 32：交通結節点を⼈にやさしく付加価値の⾼い場にする 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 駅は移動する時にしか使わないという概念ではなく、それぞれの駅に付加価値を与えるという

のは素晴らしいと思う 
l 「駅」は多くの可能性があると思うので、総合的に考え直すのは、重要だと思った 
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交通 

取組 33：四季折々の緑が楽しめる安全安⼼な移動空間をつくる 

 

 
 

＼ 他のグループからの感想・応援メッセージ ／ 
l 環境づくりのため、⾞の規制も必須になるかと 
l 緑の中を歩くというのは確かに化学的にも健康に良いというエビデンスもあった気がするの

で、区⺠のウェルネス促進にも良いと思う 
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４｜振り返り・今後に向けた意見交換の記録 

進め⽅ 

杉並区気候区⺠会議への参加を通じて感じた変化や気づきを振り返り、気候変動への取組を推
進していく上で、杉並区気候区⺠会議の意⾒提案をどのように⽣かしていくべきか、区に期待す
ることなどについて幅広く意⾒交換しました。 
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１グループ 

 

会議の振り返り・感想 

●インプットとアウトプットが両⽅あってよかった 
・ 勉強になりました。楽しかったです 
・ インプット部分、アウトプット部分の両⽅あってよかった。バランスもよかった 

●年齢・性別を超えて多様な視点で議論できた 
・ 性別・年齢を超えた考えを聞く機会となり新鮮だった 
・ 様々な世代、性別の⽅が参加して、偏りが少なかった 
・ 多様性の視点 

●途中から参加できなかった⼈の意⾒も⼤切にしてほしい 
・ 途中から参加しなくなった⼈、できなくなった⼈の意⾒も⼤切にしてほしい 

●グループのプレゼンが素晴らしかった 
・ みなさんプレゼンが素晴らしかったです 
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●議論した取組を実施し、周囲に話すようになった 
・ 省エネに向けた取組を⾏うようになった（エアコンの掃除⽉⼀回） 
・ エネルギー・省エネのことを周りの⼈に話すようになった 
・ 太陽光パネル＋蓄電池を設置すると思う。グループから２名も実⾏！ 
・ 趣味になった 

●区⺠参加型で、共通の⽬的のために議論することの⼀体感や意義を感じた 
・ 区⺠参加型の会議が楽しくなり他の会議にも参加するようになった（下井草まちづくりラボ） 
・ 仕事ではないが仕事のように共通の⽬的のため考えや知識を話すことができ、より勉強したい

と思えた 
・ 同じ杉並区⺠で話し合うことで⼀体感が⽣まれた 

●進⾏がよかった 
・ 司会・モデレーターの進⾏がよく楽しかった 
・ ファシリテーターがすばらしかったです 
・ 思いつきのコメントでも⽯塚計画デザインの⽅々が丁寧に広げてくださり、建設的に考えられ

た 

今後に向けての意⾒ 

●不定期でもこのような会議を継続的に開催して広げていきたい 
・ 不定期にでも（継続的に）こういった会議を開催してほしい 
・ メンバーを変えて継続してほしい（気候の関⼼アップにつなげ、⼀回で終わらせない） 
・ 他の区にも広げていってほしい 
・ シンポジウム出席したいです！ 
・ 気候変動について広く伝えていく（意識する）機会をつくっていく必要がある 

●できるところから、スピード感を持って実現してほしい 
・ 区⺠の中には、否定的な意⾒が出るかもしれないが、できるところから実現してほしい 
・ いい提案については、ぜひスピード感をもって取り組んでいただきたい 

●定期的に取組の進捗をウェブで公開してほしい 
・ シンポジウムだけでなく、全ての取組の進捗を webなどで公開し続けてほしい 
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２グループ 

会議の振り返り・感想 

●企業としての取組が知れてよかった 
・ 企業としての取組も知ることができたのでよかったと思います 
・ 意⾒交換に企業の⼈も⼊るとよいかも！ 

●世代を超えて意⾒交換できてよかった 
・ 会議のコンセプト、運営⽅法はとてもよかった。異なる世代の意⾒を伺い問題意識を共有でき

てよかった 

●参加をして知識が深まり、気づきがあった 
・ 温暖化について、ほとんど知識がなかったので、参加することで⽇常⽣活にいろいろな気づき

があり、よかったです 
・ 個⼈の考え⽅で環境に与える影響がかなり変わることが分かって、また参加したいです 

●体操の時間がもう少しあるとよい 
・ 体操の時間が短かった！ 
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●進⾏について 
・ ファシリテーターの⽅が親切にそして意⾒をまとめていただき、ありがとうございました 

今後に向けての意⾒ 

●進んでいることも、前に進めるためになぜ⽌まっているのかも共有・報告してほしい 
・ 今回参加したメンバーに進捗を報告（メール）してもらいたいです 
・ ⼤事なことはこれらの提案をどう落とし込んでいくか。仮に⾏政に落とし込むことができなけ

ればその理由をプッシュバックしてほしい 

●取組の実現に関わりたい・実現に期待する 
・ グループで決めたことを実現する際は、何らかの形で参加させてもらいたい 
・ 18時に消灯チャイムが響き渡ることを期待しています 

●気候区⺠会議がすでに「杉並ブランド」。もっと広げていきたい 
・ 今回のイベントは既に「杉並ブランド」になっていると思います、他の区や市にもこういうシ

ンポジウムの動きは広げていく 
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３グループ 

会議の振り返り・感想 

●気候変動問題が勉強になり、考えるきっかけや「⾃分ごと」になった 
・ 勉強になった 
・ 「⾃分事」になる会議だったので、また参加したい 
・ 個⼈でできることを考えるきっかけになった 
・ 環境について考える機会をいただけた 

●環境への関⼼や意識が⾼まり、情報を意識するようになった 
・ いろいろな情報が⽬に⼊るようになった 
・ 関⼼が⾼まった→情報に敏感になった 
・ 環境関連の情報に⽬が⾏くようになった 
・ 環境への意識が⾼まった 

●⼀⼈ひとりの⾏動が⼤切であり、⾏動変容をもたらすためにはインセンティブが⼤事 
・ 知らない→知る→“⾏動する”が⼤事だと分かった。⼀⼈ひとりが⾏動しないとダメ 
・ 個⼈⾏動は経済的なバランスで決定されるのでインセンティブが⼤事 
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今後に向けての意⾒ 

●取組の広げ⽅や実現⽅法が気になる 
・ 会議の内容をどう周知するか？ 
・ どうやって他の区⺠に広げるか？ 
・ 具体的にどう実現していくかが気になる 
・ 出して終わりではもったいない 
・ 参加できない⼈も⾒られるといい 

●周知し続けて、⻑期的に取り組んでほしい 
・ 杉並区としては、区⺠への周知、続けること、危機感を持ってもらうこと 
・ ⻑期的な取組になるので現区⻑に再選してもらいたい 
・ こういう場にもっと多くの⼈が参加できるといいのだが… 
・ やっていること⾃体知られていない←来てよかった 

●取組の実現に関わりたい 
・ ボランティアでやれる機会があれば参加したい 
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４グループ 

会議の振り返り・感想 

●さまざまな世代の⼈と集まり、考えることができた 
・ 世代、杉並の中でも住む環境、住んでいる期間が違う多様な⼈を集めていただけたのがよかっ

た 
・ あらゆる年代の⼈が集まり、いろいろな考えを知ることができた。若い⼈に⼤いに期待してい

ます 

●⾃分ごとになった 
・ 気候変動についての新聞、ニュースに敏感になった 
・ 企業も⾊々取り組んでいることを知った 
・ メディアなどで環境問題が取り上げられているのを⾒ると、⾃分は何をするべきかなど考える

ようになった 

●意⾒提案はワクワクできる内容！ 
・ 最初はどこまで具体化できるんだろう？と不安（？）だったけど全てのチームの取組を聞いて

いてワクワクできる内容がまとまり、とてもよかった 
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●リサーチが不⾜していた 
・ リサーチの不⾜（⾃分・イベント） 

今後に向けての意⾒ 

●区⺠に発信して、もっと広めてほしい 
・ この気候会議の存在⾃体知らない区⺠が多いと思うので、この活動⾃体を広めてほしい！そう

したら意識する⼈が増えるかも 
・ 取組を実現することはもっと⼤変かもれないですが、⼩さなところからでも進んだところを外

に向けて発信してほしい、楽しみです 
・ 区⺠会議の内容、実態を区⺠に広く知らせて！ 

●表層的にならず、失敗を恐れないでほしい 
・ 表層的にならないで！（バイアスに負けない） 
・ 失敗を恐れないプロアクティブな姿勢 
・ 野⼼的なマインド 
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５グループ 

会議の振り返り・感想 

●会議の構成：検討を深めていけたことはよかったが、熟考の時間がもっとあるとよかった 
・ 知識を得る段階から、それを活⽤したアイデア出しへと、回を追うごとに深めていけた。熟考

についてはもっと時間があったほうがよかった 

●知識が増え、家族・友達にも共有できた 
・ ⼦ども・家族・知⼈とも情報を共有することができた 
・ 現在の⽇本と杉並区の環境や杉並区そのものについて深く知り、関⼼が持てた 

●⼀緒に考えてくれる仲間がいた！ 
・ 気候変動について⼀⽣懸命に考えてくれる⼈がこんなにいると知れて良い機会になった 

●⽇々の暮らしの中で意識するようになった、気づきがあった 
・ ⽔筒、給⽔機を活⽤するようになった 
・ 何かできることはないか？と⽇々の⽣活に気づきがあった 
・ 電気代が⾼いので、少しでも下げるための取組を意識するようになった 
・ 電気や⾷材、ごみの処分など全てにおいて、区⺠会議に参加する前と意識がだいぶ変わった 
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●進⾏について 
・ ５グループのファシリテーターさんの、まとめ⽅が⾮常に上⼿でした 

今後に向けての意⾒ 

●提案したことをしっかり実現していきたい 
・ ５グループで提案した「０円均⼀」や「マイリユース容器」が、今後杉並区で広がっていけば

いい 

●実現状況の定期的な情報発信や進捗を⾒守るために区⺠組織があると良い 
・ 今回の提⾔を⾒守る、チェックする区⺠組織があるといい 
・ 実現できないならできないで理由を知りたい 
・ 今後も年 1 回くらいで同じ（または半分の規模）で会議を開いていく 
・ リアル・ウェブ・SNSなどを駆使して、オウンドメディアのように多⾯的・定期的な発信をし

てほしい 

●実現する際に気をつけてほしいこと 
・ 飲⾷物の持ち帰りについて、衛⽣⾯は本当に気をつけていく必要があるので、保健所との連携

は⼤事にしてほしいと思います 
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６グループ 

会議の振り返り・感想 

●会議の後半は同じメンバーで議論できて楽しかった 
・ 後半、同じメンバーでたくさん話せて楽しかった 

●提案をまとめることができて区⺠が協⼒する成功体験を味わえた 
・ 参加前は意⾒がまとまるのか疑問だったが、実際に３つの提案ができて区⺠が協⼒できること

が分かった 

●周囲の知⼈と環境について話せるようになった 
・ 会議参加前は環境への取組は話題に出しづらいテーマだったが、「こういう会議に参加してて

ね…」という切り⼝で話すことで、友達とも話せるようになった 

●提案に関連する取組を積極的に⾏うようになった 
・ スーパーの資源回収 BOXを利⽤するようになった 
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今後に向けての意⾒ 

●提案の進捗を⾒える化し、達成したら次の区⺠会議の代にバトンタッチして、新たな⽬標を⽴
てて進化させたい 

・ 今回の区⺠会議の提案の進捗が⾒えるとよい（3/20 は楽しみ） 
・ 取組を達成したら次の⽬標を決めてどんどん進化させてほしい 
・ 区⺠会議⼆期⽣へバトンを！ 
・ OBとの交流も！参加する⼈がどんどん増える 

●個⼈では取り組めない領域から優先的に実現してほしい 
・ 個⼈では取り組めない領域に、区には取り組んでほしい（公共交通など） 
・ 個⼈ではできないことから優先的に！ロープウェイぜひ！ 

●取組同⼠のつながりや連携を意識して進めてほしい 
・ 取組同⼠の連携もしてほしい（切り離せない、連動させて組み合わせて） 

●⼀つの区でできることは限られているため、23 区・東京都と連携して進められると良い 
・ 東京都内の他の⾃治体と⼀緒にやれるといいな（効果を広げていくため） 
・ 23 区全体でしかできないこともある 

●提案を実現するために、庁内のスキルやノウハウを把握し、⼀緒に取り組めるパートナーを募
集できると良い 

・ 区のスペック・スキルをまず把握する 
・ まちに・区にどんなスキルをもった個⼈、事業者、⾏政がいるか→どう実現するか？ 
・ ⼀緒に実現してくれるパートナーを募集します！ 
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７グループ 

会議の振り返り・感想 

●運営側の熱意・区の本気度が伝わった 
・ スタッフの⽅々の熱意が⼿に取るようにわかりまして感謝いたします 
・ 区の本気度が伝わりました 

●まだまだ知らないことが多かった 
・ 区からの情報を⾒落とすことが多かった。もっと活⽤したい！ 
・ 知っているようで知らないことばかりでした。もっと関⼼を持って⽣活します 

●ソーラーパネル購⼊のきっかけになった 
・ ソーラーパネル購⼊のきっかけになった。補助制度を知った 

●住⺠参加の機会になってよかった 
・ 住⺠参加がよかった 
・ ⾼齢者には機会がなかなかありません 
・ 今後も参加の機会があれば参加したい！「みどり先輩」どうなるか気になる！ 
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今後に向けての意⾒ 

●推し樹林を⾒つけたい 
・ ふだん何気なく樹林を⾒ていたが、これから多くの樹林を観察したい 

●区⺠会議を知らない⼈にも伝えたい 
・ この会議の内容を知らない⼈にも知ってほしい 
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８グループ 

会議の振り返り・感想 

●個⼈として考える機会になった 
・ 個⼈として、きちんと向き合って考える機会をもらえてよかった 
・ 意識低い系でしたが、少しは CO2削減やみどりについて考えるようになったかな 
・ ⾃治体、企業でなく、区⺠や個⼈として考え⽅をまとめていくには今回のような仕組みが必要

だと思った 
・ 講義もタメになった 

●個⼈として考え、実⾏した！ 
・ ⾃分ごととして考え、⼩さな取組をするようになった 
・ 断熱シート買いました 

●いろんな⼈と考えることがよかった 
・ いろんな⽅と話し合いができる時間、仕組みがたくさんあって、⾃分の考えも広げ、深めるこ

とができました。⼀⼈ではできなかった！ 
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●ストレスを感じなかった 
・ ファシリテーターの⽅々なしには、この会議は成⽴しなかった。ストレスなく参加できた 

●区だからこそできることを発⾒できた 
・ 区でできることってあるのかな？と思っていましたが、区だからこそできることがたくさんあ

ることに気づきました 

今後に向けての意⾒ 

●進捗状況を⾒守りたい！ 
・ 今後、取組に関する進捗状況等について情報提供していただきたい 

●できない理由ではなく、どのように実現できるかを検討してほしい 
・ （可能な限り）できない理由をつけるのではなく、「どうしたら実現できるのか」のマインド

で検討していただきたいです 
・ 知る機会も⼤事 
・ どうしたら実現できるのかのマインドを！ 

●気候以外でも同様のプロセスを 
・ 区の職員や議員以外の⼈たちの意⾒を吸い上げるプロセスを増やすと良いと思いました 
・ バラバラな意⾒をまとめることが今回の仕組みでは必要 

●区の取組をもっと広く知ってほしい 
・ 参加するまで知らなかった区の取組がたくさんあったので、告知がとっても⼤事ですね、広報

お願いします 
・ やっていても「知らない」のは「やっていない」のと同じ 

●⾏政も私たちも、既成の習慣や枠組みに縛られすぎず柔軟に取り組んでいきたい 
・ 既成の慣習や規制に縛られすぎず検討していただきたいです  
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９グループ 

会議の振り返り・感想 

●環境問題や区政により興味が湧いた 
・ 会議に参加してから環境問題により興味がわいた 
・ 環境問題・区政により関⼼を持てるようになった 

●杉並区への愛着が湧いた 
・ 杉並区への愛着がわいた 
・ 今まで知らなかったことが愛着につながった→杉並が進んでいること→杉並プライド！ 

●知識が増えて⾃分でも実践していこうと思った 
・ 環境問題に関する知識がつき、これから⾃分でもできることを少しずつでも実施していこうと

思った 
・ 地球温暖化についても新しく知ることが多々あった 
・ ごみ処理について気をつけるようになった 
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●ストレスなく参加できた 
・ 運営がスムーズだったので、ストレスなく参加できた 
・ ファシリテーターさんがいて進めやすかった 
・ ファシリテーターの役割が重要で、いてくださったからこそアウトプットできたと思う 

今後に向けての意⾒ 

●提案実現のプロセスや取組をしっかり発信してほしい 
・ 提案の実現ももちろんですが、そのプロセスや結果を外部に積極的に発信していってもらいた

い 
・ どの取組案が採⽤されたのか＆いつまでに実現するのかを発信してほしい 

●提案して終わりではなく、レビューや進捗に応じて追加検討できると良い 
・ 区⺠会議は提案して終わりではなく、レビュー、進捗により追加検討をするなど機能を継続さ

せるとよさそう 
・ 気候会議の機能継続→フェーズ２ 

●アウトプットの第三者評価があると良い 
・ 会議とアウトプットを第三者に評価してもらいモデルケースとしてプロセスを含めて公開す

るとよさそう 
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10 グループ 

会議の振り返り・感想 

●様々な年代の⼈と温暖化を考えるきっかけになった 
・ 様々な年代の⼈、様々な考えの⼈がいたため様々な意⾒を聞くことができた 
・ 杉並区のことや温暖化のことを考える良いきっかけになりました！ 

●⾃分で取り組むことにつながった 
・ 会議を受けて⾃分にできることがたくさんあると感じた 
・ ⾃宅でも取り組める脱炭素化に向けての勉強や省エネに向けて具体的に⾏動を起こすように

なった 

●区の様々な取組があることを知った 
・ 区がこれまでも様々な取組を⼿がけてきたのが理解できたのはよかった 
・ 区が情報発信を既にしていたことでも知らなかったことが多かったので、⾃分でも情報を取り

に⾏こうと思った 

●専⾨家の知⾒が学べた 
・ 個⼈だけでは気づけなかった専⾨家の知⾒を学べる良い機会だった 
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●思いつきにならないようにインプットが⼤切 
・ どうしても思いつきベースの話になってしまうので、インプットの中にもっと区のこれまでの
検討などの周辺情報があるとよかった 

●国レベルではなく、市⺠から変えていくべき 
・ 温暖化問題は国レベルだけでなく市⺠からも変えていくことが⼤事 

今後に向けての意⾒ 

●意⾒提案を東京都と共有してはどうか 
・ この気候区⺠会議で出た意⾒を都と共有したらどうか 

●今後も開かれた場で深めて実践してほしい 
・ 区⺠の参加がこれでとどまるのではなく、ここで検討されたことも含めてもっと深めて実践し

ていくところまで、参加できるようにしてほしいと思った 
・ 限られた区⺠会議ではなく、もっと開かれた場で、これまでとは異なる未来を考える取組に成
⻑していけばいいなと思いました 

●提案された取組に参加したい 
・消灯デーは参加できそう  
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11 グループ 

会議の振り返り・感想 

●⽇常的に環境のことについて意識するようになった 
・ ごみ捨ての時や移動⼿段を考えるときに、環境のことを意識するようになった 
・ 電気がつけっぱなしとか、職場でも会議参加前より気になるようになりました 

●様々な情報や意⾒を得られた 
・ ⾃分の関⼼以外の分野についても情報や興味を得られた 
・ 交通×みどりのテーマを超えたワークショップ 
・ 専⾨家からの気候等の知識はタメになった 
・ 地域・世代を超えて様々な意⾒が聞けてよかった 
・ 普段友⼈とは話さないような気候に関する問題について様々な⼈と議論ができて⾯⽩かった 

●会議の構成はよかった 
・ インプット→アウトプット、意⾒の拡散→集約という構成はよかった 

●区としてできることが限られている中で、その中で議論することにモヤモヤが残った 
・ 国としてやるべきこと、都としてやるべきことがある中で、区としてやるべきことが広くない。

その中で、区⺠会議で議論する内容にはモヤモヤが残った 



 

 60 

今後に向けての意⾒ 

●進捗状況を発信してほしい 
・ 区の進捗状況を可視化、発信してほしい 
・ 提案内容や進捗状況を区報に載せてほしい 
・ 参加者へのフィードバック。メール、LINE 等で区から発信してほしい 

●優先順位を含めて透明性の⾼いプロセスを 
・ 多くの提案があり、全ては実現できないはず。優先順位がどのようにつけられるのか 
・ 透明性の⾼いプロセスを望む 
・ 全部で 30 くらいの提案のうち、どのくらい実現できるのかとってもワクワクしています！ 

●実現するプロセスに区⺠をどのように巻き込むかが⼤切 
・ どの取組を実践するにしても区⺠の協⼒なしでは実現できない→どれくらい徹底して周知さ

せるのか 
・ 実⾏フェーズに区⺠はどう関わるのか？（区⺠会議という性質上、区⺠が主体的に取り組むこ

とが必要なはず） 

●会議で終わりではなく、⾏動を継続していきたい 
・ ⾃分としてもこれで終わりではなく、関⼼や⾏動を継続する 
・ ⾃分としても⾃転⾞利⽤を議論できてよかった 

●取組の実現に期待 
・ ⾃転⾞専⽤レーンが整備されることに期待します！ 
・ ⾃転⾞・徒歩利⽤者のアプリを Googleと連携して実現してほしい 

  



 

 61 

12 グループ 

会議の振り返り・感想 

●知識が深まった 
・ 全体を通して“気候”に関する知識や理解が深まった 

●まちづくりにも参加できて充実した時間だった 
・ 区⺠としてまちづくりに参加できてとても充実した時間でした 

●多世代と話せてよかった 
・ 若い⼈が、我が事として前向きに参加していることに感銘しました 
・ 様々な年代の⼈と話し合いができるのがよかった 

●取組の実現が⼤変だと知った 
・ １つの取組を実現するのは⼤変！ 

●実務を担う職員の⽅の話も聞きたかった 
・ 提案を受けて次に作業をする実務者の⽅の意⾒や所感がもっと得られるとよい 

●定量的な議論もしたかった 
・ もっと定量的な議論も期待していたのですが（特に脱炭素として） 
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●質問をもっとしたかった 
・ 勉強したかったので、質問コーナーが楽しみだったのですが、４回以降なくなってしまい残念 

●もっと資料を事前に読み込めるように 
・ よくまとめていただいているものの、資料提⽰が遅すぎる 

今後に向けての意⾒ 

●地元の意⾒も 
・ 交通に関しては住んでいる地域で様々課題が違うと思うので、地域ごとに意⾒交換会などを開

いてはどうか？QRコードでアンケートを募るという⽅法でもよいかも 

●他の考え⽅との調整は？ 
・ 提案内容と利害がぶつかる⼈々、事業者の存在をどう意識するか（⾃動⾞脱却→⾞メーカー） 

●成果が知りたい！ 
・ 提案したことへの成果を定期的に公開してほしい 

 


